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9.5 ＩＷｉＬ幻 琴鯵電壽煙炭０．３－ ず゛ 夕無 石油籟製８．４
炭一属鉱儂 ３菫一覺士iｉ 造鰯繊維７．０
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FirsINat・Banl(ｏｌ１ＩｉＹ．
、H百~〒雨~て壷）
､三ET75FK~て7，
フCommonwealthSecuritiesJnc．１－｝ rKi両n-Ei7;－１1,rudentiaIInvestors，Ｉｎｃ
UnionTrustCo､０fPitts．
Americanlnvestors，Inc．Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
GeneraICapitaICorp．Tucker，Anthony＆ＣＯ． ＭｅｌｌｏｎＮａｔｉｏｎａｌＢａｎｋ
IntSecuritiesCo,ｏｆＡｍｅｒ．Langley＆ＣＯ． ＵｎｉｏｎＴｒｕｓｔＣｏｏｆＣ１ｅｖ．
CIevelandTrustCo．証券業務関係
－－－証券保有関係
一人的関係 (出典；前掲西川書）
Z]５モルガン集団の金融機関
12の投資会社，３つの生命保険会社，９つの商
業銀行を含む－大金融集を形成していた。
①公益事業
電力・ガス部門においては，表４のように，
６社がモルガン集団に属し，固定資産の割合は
図４には，モルガン商会を中心とした，金融
機関の連関が示されている。図５には，さらに
それぞれの金融機関が，証券保有や人的関係に
より拡大した連関が示されている。これらの図
で分るように，モルガン集団は10の投資銀行，
I〕rudentiallns．
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約34％を占めていた。上位200社の中で電力･ガ
ス部門に含まれる37社中，モルガン，チェース
のどちらの集団にも属していなかったのは，２
社だけてあったことが分る｡'１)かくして，モルガ
ン・チェースの両集団の傘下の企業が，電力・
ガス部門の約77.2％の固定資本を掌握していた
ことになるのである。
電信・電話部門では，大手２社がモルガン集
団に属しており，固定資本の割合は，９３％にも
のぼっていた。
②鉱工業
チエース集団の中心が公益事業におかれてい
たのに対し，モルガン集団の中心は，鉱工業で
あった。上位200社中，鉱工業部門に含まれる７４
社のうち21社がモルガン集団に属し，鉱工業部
門74社の固定資産全体の26.9％がモルガン集団
の傘下にあった。
石油部門では，３社がモルガン集団に属して
表４モルガン集団の公益事業（1929年）
社固定資本蟄團客で△、エニ
（千ﾄﾞﾉﾚ）（％）
UnitedCorporation系2,653,17417.9
EIectricBond＆shareCo、 ５０９，８７５３．４
ConsolidatedGosCoofN.Ｙ、１，０４１，７１７７０
AmericanWaterWorks＆３４８，９２３２．４ＥｌｅｃＣｏ
ＵｎｉｔｅｄＬｔ.＆Ｐｒ.ＣＱ ３７９，８８０２．６
LoneStarGasCorp、 ９９，４５８０．７
（以上，電力・ガス）計〔38社中〕３４．０
AmericanTeL＆ＴｅＬＣｏ、 ３，５０６，７２２８６．０
１，t,ｌＴｅｌ．＆ＴｅＬＣｏ、 ２８３，６３６７．０
（以上，電信・電話）計〔４社中〕９３．０
西111前掲書より作成
表５モルガン集団の鉱工業（1929年）
社固定資本雲罰客でムーー
（千ﾄﾞﾉﾚ）（％）
GulfOilCorp、 ２７０，５１９６．６
ShellUnionOilCo、 ３３２，１７８８.l
ContinualOilCo・ ’０９，２１８２．７
（以上，石油）計〔19社中〕１７．４
GeneralMotorsCorp、 ４１５，７８６４８．８
（以上，自動車）計〔４社中〕４８．８
ＥＩＤｕＰｏｎｔｄｅＮｅｍｏｕｒｓ＆148,04228.6ＣＯ、
InternationalMatchCorp、 ３９，０６５７．６
Procter＆ＧａｍｂｌｅＣｏ、 ３３，９４２６．６
（以上，化学）計〔６社中〕４２．８
ＡｌｕｍｉｎｕｍＣｏｏｆＡｍｅｒｉｃａ ｌｌ２,９７４１１．０
AmericanSmelting＆Refin‐ １２２，４３２１２０ingCo．
（以上，非鉄金属）計〔６社中〕２３．０
YoungstownSheet＆Ｔｕｂｅ ｌ３３,７３０４．９Co
Republiclron＆SteelCo．１１４，３８２４．２
BethlehemSteelCorp ４５５，２８５１６．６
Ｕ・SSteelCorp、 １，５４１，４９３５６．１
（以上，鉄綱）計〔11社中〕７６．９
FirestoneTire＆ＲｕｂｂｅｒＣｏ ５１，０８４１５．５
BRGoodrich＆ＣＯ、 ７４，９２２２２．８
GoodyearTire＆RubberCo、 １０１，９３４３１．０
Ｕ､SRubberCo、 １０１，３８４３０．８
（以上，ゴム）計〔４社中〕lOOO
GeneralElectricCo、 ４９，２３６４０．８
（以上，電機）計〔２社中〕４０８
Philadelphia＆ReadingCoal８１，３７５２８６＆IronCO
PittsburghCoalCo、 １３７，０９７４８．２
（以上，石炭）計〔３社中〕７６．８
NationalDairyProductsCo・ ’０６，１３３１１．０
（以上，食品）計〔９社中〕１１．０
億ドル
５
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３
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２
、
(1929） Ⅱ(1928）
恥１０ （－１
（出典；前掲西川書）
鉱工業10部門74社にみる固定資本め増額
(1927-1929）
図６
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造から，自動車のような，耐久消費財生産を中
心とする構造に変わっていった。
電機部門ではＧＥがモルガン集団に属してお
り，同部門内での固定資本の割合は408％にも
およんでいた。電機部門は，当時の電力業の急
速な伸びと深くかかわっており，モルガン集団
の電力会社が必要とする電力機械は，ほとんど
独占的にＧＥにより給供されていた。
③鉄道業
上位200社に含まれる鉄道業企業の中の11社
がモルガン集団に属していた。固定資産の割合
は36.7％にのぼり，伝統的に鉄道業との深い関
係をもっていた様子がしのばれる。しかし，鉄
道業はもはや産業構造の中で中心的な役割を含
めるような時代は終わっており，モルガン集団
の中でも中心的な役割は演じておらず，それと
同様に，モルガン集団とFirstNationalBank
との共同関係も鉄道業のみにしぼられていって
いた。
おり，部門内の固定資本の17.4％を占めていた。
石油は，自動車の普及に伴い消費も増大し，２９
年においては，固定資本の増加額トップを占め
ていた。１２）
自動車部門においては，ＧＭが証券取引を通
じて'3)モルガン集団と関係していた。ＧＭは，自
動車部門の上位４社の固定資産額の48.4％にの
ぼる固定資本を有していた。
化学部門ではＧＭと関係の深いＤｕＰｏｎｔを
はじめといて３社がモルガン集団に属し，固定
資本の同部門内の割合は42.8％となっていた。
化学部門は後述するゴムや既述の石油などとと
もに自動車関連の産業として，当時の有力な新
興勢力を形成していた｡'4）
非鉄金属部門には２社がモルガン集団に属
し，固定資本の同部門内の割合は23％を占めて
いた｡これらの産業の生産物は，自動車のボディ
の部品の原料として，重要になりつつあった。
鉄鋼部門は，石炭の消費と深いかかわりを持ち
つつ存在した。鉄鋼関係には，３社がモルガン
集団に属し，固定資本の割合は76.9％で，石炭
部門には，２社が属し，固定資本の割合は，
76.8％と，いずれもかなりの大勢力であったが
時代の流れは，鉄鋼・石炭を中心とする産業構
５．むすび
1929年において,非金融最大200社の固定資本
合計の約55.4％をチェース集団，モルガン集団
が占めていた。内分けは，チェース集団が，
19.4％でモルガン集団が37％である。また，金
融機関においても大きな勢力を２大集団はもっ
ていた。つまり，預金高２億ドル以上の銀行の
預金残高の約15.5％がチェース集団の商業銀行
にあり，約37.5％がモルガン集団の中にあった。
すなわち，２大集団がその約53％を把握してい
たわけである．さらに，生命保険会社の資産に
おいても，チェース集団に26.9％，モルガン集
団に32.5％と，２大集団をあわせると，全生命
保険会社の資産合計の約59.4％を占めていたこ
とになる。
以上のように大きな勢力を持った２大集団が
実体面から遊離しつつあった証券取引を中心と
して持株会社という機構を通して証券市場に君
臨していたのて､ある。前述のような数値を見る
までもなく，２大利益集団の存在の大きさは看
表６モルガン集団の鉄道業（1929年）
社固定資本蟄襲で△、ユミ
（千ﾄﾞﾉﾚ）（％）
AlleghanyCorpErieRR．337,0662.3
ＣＣ
Ｎ．Ｙ、Chicago＆Ｓｔ・ＬｏｕｉｓＲ．２１４，３７４１．５
Ｒ、
AtchisonTopeka＆ＳａｎｔａＦｅ 935,269６．５
Ｒｙ・ＣＯ・
Baltimore＆ＯｈｉｏＲＲＣｏ、 ４７４，８２９３．３
ReadingCo、 237,044L6
WestemMarylandRy.ＣＱ ’4５，０６２１．０
GreatNothernRy・ＣＯ、 ４８０，０７０３．３
ＮｅｗＹｏｒｋＣｅｎｔｒａｌＲＲ900,988６．３
NorthernPacificRy､ＣＯ、 ５５１，４９１３．８
Chicago,Burlington＆Quincy ５３８，９８９３．７
ＲＲＣｏ、
SouthernRailwayCo、 ４８３，９８９３．４
計〔42社中〕３６７
西１１１前掲書より作成
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取し得るが，かの数値を確認するに至り，自己
金融化の進展と証券金融の隆盛という相反する
社会現象を整合させる金融寡頭制支配の確立を
確認する－つの視角が得られるといえよう。３０
年代に進む時，これらの利益集団は，持株会社
という機構を奪われ,'5)証券市場の崩壊という
重要な変化に遭遇し，大きく変容してゆく。こ
の過程の検討は,別の機会にゆずることとする。
４）西Ⅱ|純子『アメリカ企業金融の研究』東京大学出版
会，1980年，ｐ､86～143参照
５）重役の派遣などによる。
６）以下数値は，西川前掲書より引用，作成した。
７）前掲西川書の流れに添って論を進めることにする。
８）ＪＫ・ガルブレイス『大恐'慌」徳間書店，（小原敬士
訳）1969年，ｐ,78～参照
９）電機部門においては，新技術の開発がざかんであっ
たが，ウェステイングハウスやＧＥといった企業で
開発された技術は，それぞれ互換性がなく，－担設
備を設置すると，配線や発電機その他まで､，同社の
製品を使用せざるをえなかった。
10）呉天降『アメリカ金融資本成立史』有斐閣．1971年
ｐ､65参照
11）Copper持株集団は除く。
12）図６参照
13）フォードが証券発行をほとんど行なわなかったのに
対し，ＧＥは，多くの企業を証券取引により吸収し，
多角化していた。
前掲拙稿第35号所収を参照されたい。
14）林敏彦『大恐慌のアメリカ』岩波新書，1988年，ｐ，
７７～参照
15）ニューデイール立法による。
アメリカの大恐慌を理解する作業の中での２０
年代研究は産業面,金融面と見てきたわけだが，
政府の政策及び国際的側面の検討が今後の課題
となろう。
１）『金沢大学教育学部紀要』35号1986年～同38号までに
所収の拙稿を参照されたい。
２）吉富勝『アメリカの大恐慌』日本評論社，1965年，
pll6～148を参照
３）他社買収用証券発行や株式の交換による支配のため
などがある。
西川純子・松井和夫『アメリカ金融史』有斐閣，
1989年ｐ158～161など参照
